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　　　　　　　飛騨高原西部における後期中隼代の地殻変動　第3報苦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　白山周辺地域の地質学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河　　合　　正　　虎難
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Abstract

　　　　　　　　From．1957to1958the　writer　occupied　himself　w7ith　the　geologic　survey　in　the　area　of

　　　　Ky・gatakesheetmap・scalc1：50・000an4thcadj・iningarea・

　　　　　　　　1）、Thege・1・gicalsystems・fthesea廻e＆s－areinascending・rder・asf・ll・ws；the耳ida

　　　　c・mplex，theTet・risupergrqup，theAsuwagr・up，theOm・danirhy61ites，they・ungergranites

　　　　and　the　Cenozoic　rocks，

　　　　　　　　2）TheHidac・mplex季composedoftheHida3neissandtheoldplutonics・、The・pluto－

　　　　nics　consist　of　various　rocks　ranging　from　gabbro－diorite　to　diorite－granite，and　occur　in　close

　　　　association　with　the　gneiss．

　　　　　　　　3）TheTet・ri．supergf・upisdividedint・theJurassicKuzuryugr・upandthe』L・wcr

　　　　　Cretaceous　Itoshiro　group．The　former　crops　out　in　a　extremely　limited　extent　only　in　the

　　　　　upPerreaches・f些heSh・一kawa（R・）Thisgr・upyieldsperisphinctid・伽6θ名α耀sand・ther

　　　　　marine　shells．　The　later　is』widely　distributed　in　the　area　and　unconformably　c6vers　the

　　　　　Hidac・mplex．andtheKuzuryugr・up・・ltis・fn・卑一marinedep・sits・

　　　　　　　　4）The　Itoshiro　group　is　divided・into　the　lower　Oguchi　formation，the　middle　Akaiwa

　　　　　formation　and　the　upper　Myggadani　formation。The　Oguchi　formation　yields　Cozδ加」α

　　　　　（巫εs…倣醐彦e翻ε％sづs，1V撫灘轍α伽伽gshα灘茗sand『gthern・n－marineshells・and

　　　　　manyf・ssilplants・TheAkaiwaf・rmati・nisc・mp・sed・fpre蜘inantlyco粂rse’9「ained

　　　　　sedim妃nts，and　contains　On‘y6h♂oρsづs610ngα如，漉卯κッlon，」碗ψo角os％卿a⑩other　fossil　flora

　　　　　痘asmallnumber』TheMy・gadanif・rmatl・nc・ntains枷鰐1・％1吻・名・s％卿andplant

　　　　　f・ssilsincluding3卿・グαsp・Als・，C・7伽1α？sp・and四吻佛ssp・arerarelyyiβld倶d・

　　　　　　　　5）Th6Asuwagr・up戚asdep・sitedins血alldepressi・nsarσundtheOm・danirhy・lites

　　　　　regions　during、the　early　period　of　and　prior　to　the・effusion　of　the　rhyolites．The　group　in

　　　　　this　areβis　named　the　Omichidani　formation．This　formation　contains　the　so－called　Omichi－

　　　　　danifossilfloraoflateCretaceousage．

　　　　　　　　6）TheOm・danirhy・1itesarec・mp・sedchiefly・fpyr・clasticr・ckandpartly・fl灸va

　　　　　anddyke，andrarelyincludethinsediments・TherhyQlitesc・早f・rma軌ly・runc・nf・rmably

　　　　　rest』。ntheAsuwagr・up，andunc・nf・rmablyc・verthe・lderr・cks．

　　　　　　　　　7）　The　Shirakawa　gr＆nlte5are　compo睾ed　chiefly　of　biotite　granite　and　partly　of　hom－

　　　　　blende　biotite　granite　and　granite　porphyry・

栄第1報および第2報は地質学雑誌に掲載済み。
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　8）The　Ura－Nippon　overthrust　system　whicH　pushed　the　Hida　complex　over　the　Tetori

supergroup，the　Asuwa　group　and　the　Omodani　rhyolites，is　invaded　by　the　Shirakawa

granites，It　is　determined　that．the　displacement　is　from　north　to　sout玲，judging　from　the

fact　that　the　Hida　complex　constitutes　the　autochthonous　basement　of　the　main　distribution

area　of　the　Tetori　supergroup　and　the　area　on　the　north，、and　that　the　thrust　sheet　in　the

middle　reac与es　of　the　Tetori　river　is釦rther　overlain　by　the　Itoshir6group。

詳

要　　旨

　5万分の1経ケ岳因幅の調奎に従事し，その周辺部を

併せて踏査し，その結果をここに総括した。

　（1）本地域の地質系統は飛騨複合岩類，手取累層群・

足羽層群，面谷流紋岩類，新期花嵐岩類および新生代の

被覆岩類に大別される。

　②　飛騨複合岩類は片麻岩類と古期深成岩類とを一括

したものでッ中生界の基盤をなしている。．

　（3）手取累層群は下部がジュラ系九頭竜層群で，上部

は下部白垂系石徹白層群からなる。・九頭竜層群は庄川上

流のみにあつて，その分布はきわめて狭く・菊石や翫o－

6部α卿粥を含む海成1層である。石徹白層群は飛騨複合

岩類および九頭竜層群を不整合に被覆する非海成層であ

る。

　＠）石徹白層群は下から尾口，赤岩および明谷の3累

．層に区分される・尾口累層は従来石徹白垂層群，赤岩痢

よび明谷雨累層は赤岩亜層群とよばれたものである。

　（5）尾口累層はCo76」6％1σ（Mθso60殖♂6％1α）’θ！o舵％sづs

KOBAYASHI＆SUZU：KIなどの半鍼半淡棲介化石の

ほかに　ハ勧んα卿％nα7z漉σ6hづngshαngθ欝Js　Su乞UKIや・

瓦ゆρon伽伽　等も含み，下部白墓紀初期のものと考え

られる。赤岩累層と明谷累層は尾口累層から一連の地層

である。明谷累層にはSθg％oJσsp・の産出があるので・，

下部白垂系最上部（または上部白垂系最下部）のものと

考えられる。

　（6）足羽層群は流紋岩ないし流紋岩質角礫岩から始ま

る地層で，面谷流紋岩類と整合関係（一部に不整合関係）

にある。大道谷植物群によつて上部白墓系であることが

判つた。ここでは面谷流紋岩類に先行した肇のや・その

噴出初期のものを手取累層群から分離して足羽層群とし

て一括しだ．

　（7）面谷流紋岩類は従来石英斑岩として浅所貫入岩類

と考えられたものや，石英粗面岩とよばれた噴出岩を一

括したもので，その主要なものは火山砕屑岩類であり，

一部に熔岩流や岩脈を含み，まれに堆積源の岩石を挾む

ことがある。

　（8）新期花運岩類は本地域では白川花嵩岩類であり・

粗粒な黒雲母花醐岩を主とし，一部に角閃石黒雲母花闘

岩がある。時には花闘斑岩や石英斑岩もある。

　（9）手取川中流，庄川中流，庄川上流および九頭竜川

中流地域では，飛騨複合岩類が石徹白層群や面谷流紋岩

類の上に衝上している。

　この衝上断層を裏目本衝上系として一括した。白川花

闇岩類は裏目本衝上系の生成後に貫入したものである。

　⑳　中生界の地質構造は諸所にドーム状構造と，その

間に不規則な形の向斜や半盆地状構造をっくる。古い地

層ほど激しく擾乱されている。

　⑳裏目本衝上系の根源は北方にあつたと推定され

る．衝上の生成は中生界の基盤が隆起することによって

進行した。本地域のドーム状構造はそのような基盤の隆『

起によって生じたと考えられる。

1． はじδうに・

筆者は1957および1958両年度において5万分の1地

質図幅r経ケ岳」の作製に従事し，その周辺部を併せて

調査した。ここにその概要を総括した。内容においてす

でに述べたことはできる限り省略した。調査に際して，

岩石の鑑定は地質調査所広川治の御援助をうけた。石川

県下の地質に関しては金沢大学松尾秀邦講師から御助言

を戴いた。附記して御礼を申上げる。

2．地質の概要

　地質系統は飛騨複合岩類，手取累層群，足羽層群，面

谷流紋岩類，新期花闇岩類および新生代の被覆岩類に大

別される．本地域には裏目本衝上系に属する衝上群があ

り，飛騨複合岩類の大部分が面谷流紋岩類およびそれ以

前の地層に衝上し，新期花闘岩類はこの衝上系を切断す

る。第1図は本地域の地質図，第2図は手取川中流地域

の地質図である。

　2．1飛騨複合岩類

　いわゆる黍騨片麻岩類と古期深成岩類とからなる。飛

騨片麻岩類は種々の片麻岩と結晶質石灰岩とからなる。

古期深成岩類は片麻岩類と密接に伴なって，これに貫入
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した斑棚岩一閃緑岩および閃緑岩一花嵩岩に亘る種々の

岩質を呈する諸岩類からなる．一般に岩石は圧砕される

ことが多く，しばしば片状構造やミロナィト化すること

があり，鉱化作用をうけて変質するので，新鮮な新期花

闘岩類とは明瞭に区別ができる。飛騨複合岩類は全域に

亘つて諸岩類の相互関係や分布状態を詳らかにできない

現煉であるため，ここでは一括した。

　2．2手取累層群
　手取累層群は九頭竜および石撒白両層群からなる。本

累層群中にはいわゆる手取植物群を産する。第1表に筆

老が識別した植物化石と，その他に従来識別されたもの

を加えて示した。手取植物群とよばれたものの大部分は

石徹白層群（尾口累層）産註Dのものである。

　2．2．1』九頭竜層群

　本地域の九頭竜層群は庄川上流地域のみに分布し，石

徹白層群，面谷流紋岩類および新生界（一色砂礫層など）

によつて不整合に覆われ，その露出はきわめて狭い。こ

の地域の本層群を庄川累層とよぶ。』

　庄川累層

　1940年崖由之9）によって2層準からperisphinctidが

報告された5前田四郎27）はこれからの層準は断層によ

って繰り返えされたものであることを指摘した。この菊

石化石を含む地層を御手洗層とよんだ。上記の研究は御

手洗層の上下の層準からCo7砒％」α（伽so60藏6％」α）

i8’o吻％廊KOBAYASHI＆SUZU：KIその他ゐ非海棲

介化石を産出すると考えた。筆者は石徹白層群の基底礫

岩がこの地域にも存在することを認め，非海擾介化石は

石徹白層群に限り産出することを知つた。

　　　　　　　さんだに　庄川累層は下から三谷礫岩層，野々俣互層および御手

洗頁岩層に区分される。

　三谷礫岩層：庄川の上流三谷の東方白川街道の新道

　（域外約500m）には古期深成岩類（飛騨複合岩類〉を

不整合に被覆する礫岩がある。不整合面は走向がほ坤E

－Wで，400Nに傾斜している。礫岩の礫は拳大で，円

礫ないし角礫からなり，大部分が花嵩岩・閃緑岩および

片麻岩の礫で，古生層のものは少なく，淘汰は不良であ

る。厚さは20～30mにすぎない。

註1）　大石三郎は手取植物群を25属46種記載した。この

　　うち九頭竜層群のみから産したものは　αo騙卿席θs

　馳ω伽漉0おHI（福井県下山産）で，尾口累層から
　　も産するPo40騙擁！6s　lα％oεolα∫％s（L．＆H．）1万．

　o砂o騙卿蜘s　fα16α伽s（MOR，）（岐阜県牛丸産）が

　　ある。九頭竜層群の上部から産する疑いのあるもの
　　（福井県持穴，箱瀬，大谷，山原産〉のうち0π艶
　oh才oヵsづs210％gα如（GEYLER），3ρh召犯oρ惚7づs　Ooθ一

　野々俣互層：三谷東方では漸移関係をもって三谷礫岩

層に重なる。ここではホルソフェルス化されている。本

層の標式地は牧戸の南西方（野々俣南部）である。本層は

細粒ないし中粒の砂岩と頁岩とめ互層からなり，まれに

粗粒砂岩や細礫の礫岩がある。海棲の介化石を産し薯野

々俣南部から加066鵤卿％sg　sp。が得られた。また諸所

に植物化石を伴ない，僅かではあるが惚卿h伽魏6s

y‘zδ6J　KRYSHT。，C駕勉z％o多os1診伽sp。，Po40冬σ卿彦θs　J‘z伊z－

600」α伽s（L，＆H。），P。R召吻露（9）GEYLER，P．sp．を

産出する、本層の厚さは三谷東方では約100m，牧戸の

南西方では詳らかではないがおよそ150mと思われる。

　御手洗頁岩層：三谷東方で野々俣互層の上に整合す

る。頁岩を主体とするが砂岩もかなり伴なう。本層は単

斜摺曲を繰り返しゴ全体としては緩く北西に向かって傾

斜する。伽066鋤n％s　sp．を多産し，ChJ％鰐s2sp．も

含まれる。まれに！霊如κJoσ砿αsgsp。やOs≠惚α9sp．も

認められる。三谷東方ではホルソフェルス化している．

本層の厚さは詳らかでないが，およそ200mと考えら

れる。

　2．2．2　石徹白層群

　庄川上流の牧戸付近では石徹白層群は九頭竜層群を被

覆するが，他の地域では直接に飛騨複合岩類を覆う。牧

戸の近傍では露出不良のために九頭竜層群との関係を確

認するζとができないが，石徹白層群には薄いながらも

基底礫岩があり，両層群の地質構造にはかなりの差異が

あるので，両者は不整合関係にあると推定される。『また

飛騨高原全地域の手取累層群を通観すると，九頭竜層群

は九頭竜川上流，常願寺川一神通川上流および庄川上流

の大きくみて3地域に分布するにすぎず，このうち本地

域を除いては明瞭に不整合関係にある。また，本地域内

の石徹白層群がドーム状構造を形成する部分の基盤は庄

川上流地域を除くといずれも飛騨複合岩類である。これ

らの事実は九頭竜層群の堆積につづいた，石徹白層群の

，堆積盆地の変遷のみをもつて説明できると考えることに

は多大の疑念が残る。以上の理由に加え，本地域におけ

る両層群の地質構造にかなり明瞭な差異があること，薄

ρθ7〃DUNK，Clα40ρhZ66Js吻n〃躍」αα（BRONGN．）
C．　4づsオo％s　（HEER），　Dσ6渉ツo乞α卿窃6s　92nが07門卿ズs

OISHI，〈協so痂o惚痂伽HEER，α嘘go舵s4」一
gづi碗o（BRONGN．）は九頭竜層群と尾口累層の双方

から産し，AdiantitesSewardiYABE，Cledophlebis
argutula　（HEER），0伽短goπθs　sσ擁1尭α（HEER），

PがJoρhッll％”z　ρα6hッll％盟z　OIsHI，　Sαg召noρ惚擁s

ヵα％6がol勉（PHIL．）はその後九頭竜層群から発見さ

れていない。　　　　　　　　　　　　　　　　噌
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第1表　手取累層群産の植物化石表

＼＿＿。　　　　層
　植　　物　　化　　石　　　　　、

準

一一、
砿α廊h飾z観θs　yαδ6づyKRYsHTOFoVlcH

皿．n。sp．

Eψ〃sθオπθs％shJ卿α紹ns茗s（YOKOYAMA）0。

Esp。
To魏εs　PVσJl勉卿sonゼ（BRoNGNIART）SEWARD

OJ窃6hθ％露θs％づρρo駕アzsづs　OISHI

Co擁oμ8ガs伽惚ブ醜sJs（ZALEsSKY）．SEWARD

C・磁吻％（YO耳OYAMA）YABE
C．hッ耀％oゑ勿IJo勉s（BRONG．）SEwARD

C。nsp，

C・sp，

En4・伽剛・ρ忽・泌K士即RA
飾％s卿α7ziα　sp・

OnグohJoρsJsθJo％gα如（GEYLER）YO奪oYAMA．．

z4認のz痂θs3θzθ醐漉YABE

Asp・
Sρhθ銘oが召而s（R％がo毎伽）Oo砂ρθ疵DUNIくER。

・S　Ko6hあε伽‘z（YOKOYAMA）『OISHI

S，漉〃4％1σ（YOKOYAMA）OlsHI
S。sp。

C！α40ヵhJ6～ガsαグg例！％」α（HEER）．

C．B名oω擁伽‘z（DUNKER）

C。48宛ガ6％」α如（BkONGNIART）

C．認s如ns（HEER）em。YABE

C・翻砺・袈郷（GEYLER）em・OISHI

C、（KJ翻α）f卿」づsKIMUR拳

C．h％為％づ6％s♂s　OISHI

C．Jsh魏αzo％nsゑs　OISHI

C。為％”4shJ卿㏄％sづs　OISHI

C．ん％2膨η％εκsJs　KIMURA

C．擁宛吻αKIMURA
C．（Eδo廻6毎9）lo6がoJ勉（PHIL）BRONG・

C．sh伽sh％召ns／s　TATEIWA．

C．」短α％9％」α薇s　OISHI

C，sp．

C渉θ擁s　Kα解hα名痂YOKOYA遅【A

鰯Jsso4α467zs初6吻θ（FONT・）BERRY

〈7。Ko∫oJ（YOKOYAMA）OISHI

onθ銘s∫5YO：KOYAMA

九頭竜

層群

R
O
⑱

O
σ

⑦

⑭

⑦

O

⑨

㊧

O
㊥・

⑦

◎

・O

O
⑦

O
O
O

石徹白層群
尾口累層

C
O
A
O
C

R
A
O
㊧

○

O
A
C

A
R
R
R

R
・㊧

A
C
A

A
C
c

O
G
O
G，

c

．○

C
A

赤岩累層

R－C

C－A
⑱

R－c

◎

㊦

C－A
◎

R－C

⑦

R

（P）

C－A
⑭、

○

⑲

R

R－c

R－C
R

lR－C
⑦

明谷累層

R

⑦

O
O

（？）

備 考

A：多量に産す

C：普通に産す

R：稀に産す・

？＝疑問

他地域

⑱：産出

（？）；疑間

大石三郎・藤則雄・前田
四郎・木村達明によつて
発表されたものの内から
の追加

○：確実なもの

（⑦）：産出層準に疑点の

あるもの

尾口累層に対する共通属

および種数

九頭竜層群13属17種

赤岩累層　　15〃23種

明谷累層　　3〃　3〃
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ノ〉・o吻n雌sHEER

ノV．！伽α加J　KIMURA　I

／V．sp．

Psε％406！θ痂s　Lα％づTHOMAS

D♂吻o乞伽伽s　fα」6α脇s（MOR・）OLPHAM

D．加α郷％名㏄OISHI

P．κ伽αsα競TATEIWA
正）。劣召π歪∫oグ夘¢茗s　OISHI

O！o溜競θs　K伽s観π歪」（DUNK．）SEWARD

O．Sεωα名4グOISHI

O。sp。

，Psθ％400ッ6αs2㏄％ガノoJづα　OISHI

．P’卯oρh』y〃％卿6≠67zoづ4εs　OISHI

．p．LッθJJノ伽％吻DUNKER

Pガloρh夕JJ％卿ρα6hッ名αohお　OISHI

Z‘z卿Joρhダ〃％”z　g　sp。

Sσ9θnoμ醜sρ側6がolゼα（PHI：L，）WARD

S・，sp・

Bα宛劣αsp．

αn短90舵s漉g吻如（BRφNG．）SEWARD

G．s繊’」加（HEER）SEWARD

αn海go翅％卿ノ〉砺ho償s♂づYOKOYAMA

C2；召為α％o”sん」αガ9茗4αHEER　『

C．sp
B名αohツoρhツJl％卿　sp。

EJ麗061σ4z6s！6％紹悔卿α（FEIST）SAHNI

E・吊P・

Tακ04廊6〃z　sp。

S（39％oJαsp．

P露yOjウh夕〃％粥　1〉oz4召7zs短ガoJ4づHE　ER

Po40乞伽蜘s　O漉sδσ6hJ　SEWARD

P．」ακ6θolα伽s（LINDLEY＆HUTTON）

P．1αn6εo鰯％s，suやsp，卿％1伽6航s　TAレTEIWA

P，R2痂〃GEYLER
／1ρhθZε膨’‘z紹吻osαOISHI

τα6擁oμθガsθ卿α7g初α如OISHI

T．RあhJhoゾθノzJ（SCH　EN］K）

T．％n吻1α如KIMURA
T　sp。

飽％0矧lon　Jσ⑳OZOS％卿（GRAMER）

確認された属数

確認された種数

○

⑦

O
O
O

O
O
O

（？）

0－

⑦

⑦

○

○

⑦

R

（？）

C・

O
？

⑦

16（7？’）

27（12？）

1亜種

．A

R

O
O

A
O
R

●

R
O
C
R
R

R
R

A
A

A
C

R
O

　R

　R

　？

　O

R－C

A
O
A
O
C

○

　（？）

C－A
30（2？）

58（6？）

1亜種

C

R

R－C
　C

R
R
？

R

A・

A

（？）

（？）

R－C
16（2？）

25（6？）

？

○

？

C

　R

　5

6（4？）
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いながら石徹白層群に基底礫岩が存在することによっ

て，筆者は両層群の関係は不整合であると推定した。

　1）手取川流域の石徹白層群

　手取川流域および九頭竜川中流地域では九頭竜層群は

欠除され，石徹白層群が直接に飛騨複合岩類を被覆す

る。手取川流域は石徹白層群の標式地であって，手取統

の名はここから発祥した．本地域の石徹白層群は下から

尾口』赤岩および明谷の3累層に区分される。他の地域

の層序はいずれも尾口および』赤岩の両累層に対比され

る。

　尾口累層

　本累層はかって石徹白聖層群とよばれた部分である．
　　　ご　みしま
下から五味島礫岩層および桑島互層に区分される．

　五味島礫岩層＝手取川中流の五味島付近には2カ所に

片麻岩の小露出があ軌これらを五味島礫岩層が不整合

　　　　　　　　　　お　ぞがわに被覆する。手取川支流の尾添川流域にも片麻岩の露出

があり，これを本礫岩層が覆っている。ただし，手取川

流域の片麻岩を主体とする飛騨複合岩類の大部分は石徹

白層群や面谷流紋岩類に衝上したもので，その地塊のジ

ョウガ山付近の山嶺部においては複合岩類の上にさらに

尾口累層がのつている。本層は顕著な礫岩を主体としジ

上蔀には僅かに砂岩や頁岩を伴なう。礫岩の礫には花嵩

岩。片麻岩および結晶質石灰岩等の飛騨複合岩類から由

来したものが最も多く，石英斑岩・千枚岩・粘板岩およ

・び珪岩なども僅かに見出される。下部の礫岩は角礫から

なり，、礫の最大のものは径数mに達し，．淘汰炉きわめて』

不良であるが，上部になうにっれて，礫の大きさを減じ

て拳大以下となり円礫ないし亜角礫を交え，淘汰もかな

　り進んでいる。本層は手取川流域のほか，本層の上部の』

ものは九頭竜川中流地域にも小区域に散在し，打波川上

流（上打波付近）では一部に欠除すると4ろもある・厚

20一（754）
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さは手取川流域では300～350mである。

　桑島互層：本層は五味島礫岩層と漸移し，砂岩と頁岩

との互層を主体とする。一般に下部では粗粒で砂岩に富

むが・上部になるにっれて頁岩が優勢となる．，本層の礫

岩は五味島礫岩層の上部のものとほとんど区別ができな

く，石荻岩の礫を欠ぎ，代つて珪質岩を増す。本層の下

部は九頭竜川上流の角野前坂互層，上部は伊月頁岩層『『

当1る。本層は植物化石を多産し，筆者が識別したものは

確実なもので26属41種，他地域を含み従来知られたもの

を併せると30属58種1亜種に達し，疑わしいものまで含

めると2属6種を追加しなければならない。従来手取植

物群とされたものの産地は，大部分が尾口累層の分布地

域内であつて，九頭竜層群の地域はまれで．あり，さら

に九頭竜層群下部または尾口累層の相当層のいずれか判・

らない地域が若干含まれている。筆者が採取した植物

化石のうちにば，市瀬北方の湯谷および白山釈迦岳西側

の峡谷（宮谷）からそれぞれ71偽04砺卿sp，およびB名ゆ

o勿oρ勿JJ卿z　sp・が採取された。横倉南東方1〆牛ガ谷）

からは71伽04伽卿of　Sequoia（？）が産出した。また化

石樹幹漉％oκヅoη」σ〃，ρo猶o召％耀（CRAMER）が最も多

量に産出するのは本層の上部であつて，諸所に立木や流

木が認められる．この化石の立木の近傍には樹根や根毛

がとくに多い。樹根ないし根毛は立木や流木の有無にか
’
か
わ らず，、本層中には広範囲に，かつ下部から上部まで

に亘つて見出される（た捨し多いのは一般に上部であ

る）。図版．1に化石樹幹を，図版2に樹根を示した。

　本層はまた非海棲介化石を多産する．一般に本層の上’

部に含化石層がある。すなわち，　Coプ6／6％1α（〃2so60プー

ゐず6％」α）観oガε％sJs　KOBAYAS耳1＆SUZUKIが多く

埋蔵され，それとともにOs∫惚σsp．，Coγδio％」α（7初o一

吻）αn吻鰯K．＆S．，“B伽sグy・切σ顧（K。＆
S．），“碗・”・幽纏｝・召κs／sK．＆S．，“漉」α％・漉s”∂％一

lg旛K・＆S・，“〃”捌19螂伽禰K・＆S・，四．
∂ゆ砂％s（3勉o麺α9）oκog’oθπsゑs　R．＆S，が産出する。

また，まれにPo砂卿θso4αsp。（naumami　type　P”α

（71％γ滉％060Zα9）　nづ1リメ）oκ露α　K，　＆　　S。，　ハ万ρρoκOnαゼα9

sp、等もCo弼6％Zαと共存して，あるいはや工上位の層

準から発見される。前田四郎32）はこのほかに『“G卯砿

碗α”sp．を採取している。九頭竜川中流地域の勝山市の

中野俣から1％如卿％z伽α毎6h動gshσ解％sお（GRABAU）

やP伽α渉伽nずosp。が産出するが，まれに躍ψρOnon伽

sp．や1‘四∂ゆα7％s”sp・も共存する。前田32）はここから

“S6h伽s渉odθs卿％s”　sp、，丁擁gonゼo毎εs　1診04‘zケ傭　K。＆

S，，皿s郷％肋MAEDA（MS）等を識別した．そしてこ

の層準は，60γ6露躍α（1晩SO607房6％」α）∫e渉0短6％sJsを含む

桑島互層よりも新しいと考えて，北谷頁岩砂岩凝次岩互

層、とよんだ。しか、し，この勝山市北方註2）では地層は東方

に向かって傾斜し，その遥か東方および北東方の桑島互

層とは互いに向斜ないし構造盆地の西翼・東翼および北・

東翼に当る位置にあって・勝山市側にはCo7δあπ1σ（醜

SO607δ必躍σ）弼0吻襯Sを含む地層はみられず，代？て

ほぼ同層準と考えられるところに頁岩が優勢な！％如一

卿螂伽α臨を含む地層がある。したがつて筆者は両者は

同時異相の関係にあると考えた。本層の厚さは手取川中

流では350～400m，白山の南斜面付近では400mを超
える。，

　赤岩累層

　本累層は上位の明谷累層とともに，長尾捨一41）によつ

て赤岩砂岩層，、前田四郎27）29）31）32）によって赤岩聖層群

　（または赤岩層群）とよばれた。本累層は全体を通じて

中粒一粗粒の砂岩が優勢で，細粒の砂岩や頁岩は少なく，

しばしば含礫砂岩や礫岩を挾む。礫岩は一般に含礫砂岩

質であるが時には人頭大の礫を含み，厚さも20mに達

する顕著なものもある。礫岩の礫は珪岩や珪質砂岩を主

とし，まれに花闘岩や片麻岩を含み，いずれもよく円磨

される。砂岩は一般に花闘質で層理に乏しく，しばしば

偽層が発達する。頁岩は一般に砂質のことが多く，かつ

薄い。このような岩質のために一般に化石は乏しいが，

’X伽0矧Joπ』1α≠ゆ砿OS％辮（CRAMER）とくにその破片・

樹根および根毛は諸所に産出し，かっ保存iはあまりよく

ないが植物化石もあり，筆者は14属20種を識別した（第

1表参照），その他の地域ゐ赤岩累層の相当層産のものを

ト併せると16属25種）。本累層は鍵層となるべきものがな

いので，地層の区分は容易でない。筆者は堆積の週期性

に注目してかなり詳細に地層を区分し得た。すなわち，

A、～A5層に大別され，その厚さは南部では了からそれ

ぞれ，』420・230・270・350および220～240mであり，

北部では380・170・330・150および350mを算する。F

北部のA3層は2輪廻に分かれ，下部はおよそ180m・

上部は約150mである。このうちA、層は頁岩や砂岩も

かなりあつて下位の累層から上位の粗粒な地層に至る漸

移層である。．本累層中には局部的な不整合のようなとこ・

ろが見られるが，これは本累層に特有な現象である。図

版3に局部的な削剥面を示した。

　尾口累層から本累層および明谷累層まで化石樹幹・樹

根および根毛が多数に認められる事実は，石徹白層群の

堆積が特殊の環境にあつたことを示す。前田四郎29）32）が

示したように，砂岩と頁岩との互層中に化石立木が認め

註2）勝山市北方セは桑島互層ば当るものは砂岩にとむ

　下部と，1頁岩にとむ上部の含化石層からなる。
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られ，幹が2mも地層中に残存するものがある。，図版エ

に示したようにこれらの樹幹には径20cmを超えるもの

註3）が珍しくない。したがつて樹木が繁茂した当時はお

そらく水面とほぼ一致した湿地帯のような所であったと

推定される。しかも時には幹の太さによ．って示されるよ

う！こ数⑳年以上に亘つて・当時の地表がほとんど変化し

なかったこともある。じかーし場所によってはそのような

地表が局部的に削剥をうけ，図版2によって示されるよ

うに樹幹は流されて，樹根のみを止めたようなことも起

つた。・

　赤岩累層は粗種な堆積物が多いこ牛から石徹白層群中

では最も地表が氾濫を受けた時代と考えられる。したが

つて局部的な削剥面をもって不整合ないし非整合と考え

ることは当を得ない。

　明谷累層

　本累層は赤岩累層に整合する。赤岩累層砕比較すると

礫岩はやや劣勢で，細粒砂岩や頁岩がやや増加する。下

からM」層（厚さ200～250m）とM2層（厚さ約280m）

に区分される。

　M、層の下部には挽％o矧Zo％」α！ゆoγ02％粥（CRAMER）

り流木を産し，またその破片を多数に埋蔵するところが

ある。M1層の頁岩からまれではあるが植物化石を産し，

07zッohわρsお8Jo7zgα如（GEYLER）シα嘘go虹勉甥八乙α一

’h・翻⑦Y・K・YAMA，嗣・燗蜘吻臓1蜘s（L
＆H．）を識別した。藤則雄荏）はCl％oρhl6δ」54θκ痂躍σ♂α

（BRONGN。），C．42s∫伽s（HEER），S6卿o毎sp．を報告

し癒。松尾秀邦2♪はS昭％o伽の産出に注目し，この化

石群を明谷植物群（1953）とよんだ。大道谷の東方山地

　（堂森南部）の植物化石のほ黛同層準の細粒砂岩中には

，局部的ながら“Co7δあ％1α”2sp、，四∂ゆ礎％s　sp．等を産

出する。

　M・層からはまだ化石け採取されない。

　2）尾上郷川流域の石徹白層群

　ζこでは下から尾上郷川累層および大シュウド谷累層

に区分され養。それぞれ尾口痢よび赤岩両累層の相当層

である。

　尾上郷川累層

　本累層は下から大谷山礫岩層および牛丸頁岩層に区分

される。

　大谷山礫岩層：本層は石徹白層群の基底礫岩である．

牧戸付近で庄川累層（九頭竜層群）を被覆するところで

は薄く孚厚さは30～60mである。牧戸付近の本層はク

ルミ大の花崩岩・閃緑岩および片麻岩等の亜角礫ないし

角礫を豊富に含む礫岩からなる。牧戸の西方（大黒谷）

註3）最大のものは径80Cmに達する。

では基盤は露出しないが，ここでは拳大以下の亜角礫な

いし亜円櫟を含み，あまり淘汰がよくない礫岩を主体と

して，かなり砂岩や頁岩を伴なつている。本層の上部に

当ると考えられ，飛騨複合岩類のほかに古生層や九頭竜

層群の岩石も礫としてかなり認められる。厚さは260m

を超える。大黒斧g砂岩や頁岩中にはC砿加6粥α！〃4－

so60z茄躍1σ）♂θ！o短伽sズs　K・、＆S．やρs♂紹αsp．を産出

する。『

　牛丸頁岩層（大黒谷頁岩層）：本層は頁岩が優勢で，

砂岩を伴なう。本層の種々の層準から一〇s漉αsp．，Coγ一

砒吻（惚s・6・渤露1α）如！・物sおK．＆S．，“醜」伽・一

醜ぴ’翻g碗sK・＆s・，“砿”翻g罐s伽吻耳・
＆　S・，　y茗z雇2うαグ％s（3づ％o≠α％才σ9）oπogo8銘sゼs　K．＆　S，を

多く産出し，上部ではこのほかに“B観ssσ”ツ罐砂のn漉

K＆＄・が得られた。前田四郎27）は7腕9∂勿o莇¢sを報

，告している。また本層にはいわゆる手取植物群が豊富で

ある（第1表参照）。本層の厚さは400～450mである。

　大シュウド谷累層

　前田四郎27）のアマゴ谷向斜の中軸部を占めて分布す

る。下からS1・S2・S3およびS4の4層に区分される。

本累層中には尾上郷川累層に比較すると植物化石は少な

いヵ§，　Clα40ρhl66づs，Po40乞σ％z宛6s，0役％hJo1りsゑs　などを

かなり産する。

　S1層（カラス谷互層）：本層は粗粒の砂岩と頁岩との

互層からなり，下位の累層から粗粒な本累層えの漸移層

である。カラス谷中流の本層から71伽o漉％卿sp．が産

出した。厚さはおよそ230mである。

　S2層（アァゴ谷砂岩層）：粗粒な砂岩を主≧し，礫岩

や頁岩を挾む。厚さはおよそ420mである。

　S，層（大クラ谷礫岩層）：本層は最下部に径20cmに・

達する円礫を多数に含む厚さ30～50mの顕著な礫岩が

ある。尾上郷川上流で前田四郎27）は本層の下位に不整合

に存在するとした。この顕著な礫岩は南東に向かつてよ

く追跡され・本地域における鍵層となつている。この礫

岩の礫種は下位の地層のものと、の間に著しい変化はな

く，珪質岩を主とし，花嵩質岩石などの円礫からなり，

手取川流域に見られるものと同様である。したがって現

象面では局部的に削剥面が存在しても，かなり長い時間

的問隙を挾むような不整合ではなく，間敏的な地殻変動
’
の
進
行 を意味するものであろう。本層の厚さは300～35

0mである。

　S、層（別山谷砂岩層）＝S3層の上位にあり，新しい堆

積の週期性をもつて始まる。最下部に粗粒な部分がある

が，中部より上位では未区分であり、必ずしも1つの堆

積の週期性を代表していない。厚さは600mを超える。
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　2．3足羽層群
　本地域で足羽層群に属するものは大道谷層およびその

　相当層である。

　大道谷層およびその相当層．

　大道谷層は明谷累層および赤岩累層を不整合に被覆

　する。本層は基底部に厚さ数mないし30mの流紋岩質

　凝荻角礫岩ないし流紋岩をもつて始まる。・図版4にこの

流紋岩質凝灰角礫岩を示した．この基底部の上に暗荻色

　ないし黒色を呈する頁岩を主とし，砂岩および凝灰岩を

伴なう厚さ20～30mの地層がのる。一般にかなり多量

の凝荻質物質を含み，またいわゆる大道谷植物群註4）を

埋蔵する．筆者は五所ケ原からPVoo碑偲藏ε9sp・，61α一

40ρhJ2猷S　SPP・，36（躍oヂ‘z3sp。等を採取した。

　大道谷層およびそり相当層は面谷流紋岩類の下位を占

め，一部に面谷流紋岩類中に挾まれて小区域に散点し，

そ
． の分布はいずれも狭い。

　経ケ岳の北西および西側の峡谷にも面谷流紋岩類の下・

位または下部中に大道谷層に類似する地層が諸所に露出戸

する。このほか大目一山の東および南側の山腹付近や経ケ

岳南東方の上打波等にごく限られた小露出が認められ

る。これらの地層には礫岩の優勢な部分と頁岩にとむ部

分とがあり，いずれも砂岩を伴なう。礫岩は珪質岩・石

英斑岩・流紋岩および凝灰質岩石の礫を多く含む。

　1珪質岩の礫はよく円磨され，大きいものは夏蜜柑大に

達し，赤岩および明谷両累層の円礫から供給されたこと

を示す。他の礫は拳大以下を常とし，一般に角礫ないし

亜角礫が多い。砂岩や頁岩も流紋岩質物質を多く含み，

これらは礫岩とともにしばしば凝灰岩～凝荻角礫岩をへ

て流紋岩に漸移する。また頁岩中には時として薄層では

あるがかなり良質の炭層が挾有される。本地域において

・従来手取層群中の炭層とよばれたものはこれである．

　上打波北東部の本層から0矧6hわρsゑsθlo％9σiσ（GE

YLER）9，・㍑・駕競εsθ地s6嬬SEWARD，P．1伽．

昭oJα魏s（L・＆耳・）9を採取した。その他の地域から化

石は未採取である，筆者10）12）はかつて南方域外の福井お

よび岐阜県境付近から・流紋岩質角礫岩をもつてはじま

る來炭層から3昭％o♂σsp．およびPo4砺伽吻≠850舵s．

肱6h♂SEWARDを採取し，これを平家岳累層とよん

註4）　天野昌久・遠藤誠道1）は大道谷から産出した植物

　化石を鑑定し，3昭％o吻S　cL　s卿漉勿％（HEER），

　＆cf・hε蜘ρhツI」σVELEN・vsKY，・乱sp．，郡

　n％5sp・・α惚・伽c£4ど9翻α（BRONGN．），ασ一

　卿h燐scf翔9蜘（HEER），Sα96吻燃sp．』
　Os灘漁9sp・，丁吻α（踊ρ吻9）nsp．，伽sづ．
　伽卿躍sp・，P勿1伽5sp・，C卿・〃伽5sp．，C膨一．

　碗os　sp。，酬豹so％めspp。を識別した。

だ。またハアミ1谷來炭層10）12）とよんだものからPO40．

紹鰯魏s　cfJαn6¢oJα伽s（L．＆H．）を採取した。

　上部の地層はいずれも岩質および産状に類似性がある

ので，一括して足羽層群に含めた。

　ヒれらの地層は明らかに上位の面谷流紋岩類に漸移す

るものがある。しかし，大山層註5）16）とよばれるものの

ように上位に安山岩を挾んで，面谷流紋岩類に覆われる

・ものもあるから，一部には流紋岩によつて不整合に被覆

されるものもあると考えられる。

　2．4面谷流紋岩類　　　　　　　　　　　　　　　／

　面谷流紋岩類の特性はすでにのべている。本地域のも

のも域外南方のものと同様に，大部分が流理構造を顕著

に示している。尾添川中流では，本岩類の下部に属する

部分に，径10数cmの安山岩や流紋岩の角礫を含む凝荻

角礫質のものがかなり著しい。この種の岩石は，第2報

でのべた目谷礫岩に類似する。白山釈迦岳付近，下梨付近’
　　　あもう
および天生峠付近等のものは凝荻岩ないし凝灰角礫岩が

多い。このうちの天生峠に嘩かに分布するものは明らか

に飛騨複合岩類を被覆しているもので，他の地域のもの

が飛騨複合岩類によって衝上されているのに対して唯一

の例外である。

　本岩類中の堆積岩億便宜上足羽層群に含めたが，この

堆積岩は捕獲されたものではなく，本岩類中に挾有され一

るものである。

　本岩類中には諸所に大道谷やその相当層を伴ない，か

っ凝荻岩一凝灰角礫岩を諸所に伴なう流紋岩によつて構

成される面谷流紋岩類は，浅所貫入岩ではなく，少なく

ともその大部分は地表に噴出したことを示す。

　2．5新期花崩岩類

　庄川流域には白川花嵐岩類とよばれるものがある。こ　・

の地域の古期の深成岩類は飛騨複合岩類に含め，新期花

崩岩類は一括して白川花崩岩類とした。

　この新期花嵩岩類の大部分は粗粒の黒雲母花嵐岩であ’

るが1大白川流域および白山の山頂の南方等の小岩体は

角閃石黒雲母花崩岩で，大白川流域の南方山地には石英

閃緑岩の小岩脈もある。牧戸の南東方には中粒一細粒の

黒雲母花崩斑岩がある。

　黒雲母花歯岩の周辺部では花崩斑岩一石英斑岩質の部

註5）　石徹白南部の大山層は石炭系を不整合に被覆して

　いる。基底礫岩に石灰岩，粘板岩および安山岩質岩

　石の角礫一亜角礫を多く含み，安山岩質物質で充填

　　してい為・その上の爽炭層には．0剛oh♂oカsJ36Jo一

　％9α彰（GEYLER）9を産す。最上部ほ凝灰質頁岩
　　（安山岩質？）で，その上に安山岩がのつている。

　この地域では面谷流紋岩類は明らかに大山層および
　安山岩を不整合に被覆している。．
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．今沌認められる。また時には石英斑岩の岩脈もある。

　白川花闘岩類とくに黒雲母花闘岩に属するものは，そ

の大部分が庄川の漢谷に散在し，底盤から僅かに突出し

たものと思われる。

　本岩類に属するものはいずれも面谷流紋岩類およびそ

れ以前の岩石を貫き，周囲の岩石に接触変質を与える。

飛騨複合岩類に接した手取累層群の受けたホルソフェル

ス化作用は黒雲母花嵩岩の底盤による影響と考えられ

る。

　白川花崩岩類はいずれも裏目本衝上系を切断するよう・

な産状を呈するので，貫入の時期は衝上系の完成後であ

ろう。

　2．6新生代の被覆岩類

　第三紀以後の地質系統には西谷流紋岩・北陸層群・牛

谷層・古期安山岩類・一色砂礫層・新期安山岩類・段丘．

堆積物および沖積層がある。

　2．6．1’西谷流紋岩

　本岩は紫褐色の縞状をなすもので，鈴木好一47）が域外

の足羽川中流で曹微斜長石石英粗面岩とよんだものに当

る。

　本地域では経ケ岳西側峡谷に諸所に露出し，また大目r

山東方および宇梨北方等に現われ，いずれも分布はきわ

めて挾い。下梨北方のものや経ケ岳の西側峡谷（湯谷）

のものは流理構造が40～500で急斜するところがある。

　2．6．2北陸層群
　　　　　　　　　　　　　　にれはら　北陸層群39）は中新統に属し，下から楡原累層・岩稲累

層・八尾累層およ．び音川累層からなる。

　本地域の北部で面谷流紋岩類および西谷流紋岩を不整

含に被覆するものは楡原および岩稲両累層である。

　　　　　　　　　　　　　い　も　ず　　　　　　　あしう　野沢保および坂本亨39）は楡原層を今生津礫岩層と芦生

砂岩層に分けた。今生津礫岩層は珪質岩・石英斑岩およ

び花嵩岩類等の礫を含み，礫は夏蜜柑大以干の亜角礫な

いし亜円礫で，淘汰は不良である。芦生砂岩層は主とし

て荻白色のアルコーズ砂岩からなる。岩稲累層は時とし、

て直接に面谷流紋岩類を覆い，安山岩の凝灰角礫岩ない

し集塊岩および熔岩からなる火山砕屑岩を主とした地層

である。上記2累層からは化石は産出しないが，その上

位の八尾累層には中新世中期の化石を産出する。

　2．6．3　牛谷層註6）およびその相当層

　勝山市北部の牛谷にはきわめて狡い地域に露出する牛

谷層がある。礫岩・砂岩・頁岩および凝灰岩からなり，

厚さは20血以下である。安山岩物質にとみ，上部の凝

荻質の部分からFαg硲を多産し』24昭7その他の植物

註6）　鈴木敏46）が化石を発見した。松尾秀邦は本層を牛

　谷層とよんだ。，

、化石も産出する。上位の安山岩との関係は不明である

が，古期安山岩類中には同様の凝荻岩を挾むので，おそ

らく整合関係と考えられる．本層と同様な地層は松尾秀

邦によって五所ケ原東部でも発見された。また白山釈迦

岳山頂部付近の登山路にも見出される。いずれも古期安

山岩類噴出の初期にその周辺部の窪地に堆積したものでr

あろう。

　2．6．4古期安山岩類

　本岩類は新生代の被覆岩類中で最も分布が広い。両輝

石安山岩を主体とし，角閃石安山岩・撒檀石普通輝石安

山岩および轍檀石両輝石玄武岩等を伴なう．大部分が径

数cm以下の安山岩の角礫を同質の岩石で充填した凝灰

角礫質安山岩であって，節理のよく発達する熔岩流や泥

流をも伴ない，時には下部に白色の凝灰岩を挾む。経ケ

岳では山項部を障火の中心として，下部に厚い集塊岩が

熔岩を伴ない，角礫質安山岩と成層している。上部には

角礫質安山岩中に所々に熔岩流を挾む。・

　勝山市一大野市の西方（本地域の南西端を含み，域外

南西方）のものは変質し七いるので，変朽安山岩とよば

れ，時には岩稲累層に対比されるが，筆者は経ケ岳を構

成する古期安山岩類とほぼ同時代のも¢）とみなして一括

した。

　経ケ岳西側，．石徹白周辺部および牧戸南方山地等の緩

い斜面には泥流が拡がつている。これは古期安山岩類噴

出の末期のものと考えられる。これらの泥流は平坦地に

達し，一色砂礫層およびその相当層に覆われるが，一部

には泥流が挟み込まれるようである。したがつて噴火の

周辺部において一色砂礫層などが堆積したとみなされ

る。この事実と牛谷層との関係からみて，古期安山岩類

の噴出は鮮新」更新世頃のものであろう。一

　2．6．5新期安山岩類

　新期安山岩類には角閃石安山岩と石英安山岩とがあ

る。前者は白山および北西部の大目山付近から北西の域

外に連なるものとがある。・後者は北西部の横倉付近に3

カ所の小区域に認められる。いずれも熔岩流であって，

一部に集塊岩がある。

　2．6．6　段丘堆積物

　河川の流域に僅かに分布するにすぎない。庄川上流で

は一色砂礫層を不整合に被覆している。

3．地質構一造

　3．1　九頭竜層群の地質構造

　庄川上流の九頭竜層群の地質構造は，本層群が二色砂

礫層によつて広く覆われているために詳細は判らない

が，北西の方向に傾く単斜摺曲が形成され，全体として
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は三谷付近の半ドーム状構造の西翼として走向がNE－

SWで，緩く北西に傾く。

　3．2　石徹白層群の地質構造

　石徹白層群は九頭竜層群に比較すると擾乱を受けた程

度がやや低い。

　石徹白層群全体の地質構造を通観すると，白山・大目

山・．上打波および牧戸の東方を中心としたドrム状構造

が形成され，それらの間には半盆地状構造や向斜構造が

現われる。おもな向斜構造は尾上郷川流域の、WNW－E

SEのアマブ向斜註7）や白山1西方のNW－SE方向およ

び白山南西方のNE－SW方向等のものがある。しかし，

アマゴ向斜のように一定の方向にかなりつづく向斜軸は

まれで，種々の方向の小摺曲が組合わさってはなはだ複

雑化している。手取川上流地域では概してE－W性の小

摺曲が優勢で，一部にN－S性のものが伴ない，九頭竜川

中流地域ではNE－SW性のものが主体をなし，一部に

E－W性のものが伴なう。手取川中流では一般にENE’

一WSWないしNE－SWの小摺曲が優勢であるが，一

部にN－S性のものが伴なう。桑島付近では第2図に示

されるように南方に向かつて放射状に小摺曲を繰り返す

ことがある。

4．後期中生代の地殻変動

　生1裏日本衝上系
　最近において筆者14）15）は手取川流域の飛騨複合岩類の

主要部は衝上地塊を形成していることを主張した。過去

において，本地域の衝上に関係す首事実に注意した者は

幾人かがあ為。小藤文次郎26）は手取川中流を踏査し，そ．

の際に石灰岩を中生界として，筆者の桑島互層の上位に

おいた。この石灰岩は結晶質であって，明らかに片麻岩

を伴なう。藤本治義6）は手取累層群の上に片麻岩が衝上

したことを認めたが，その露頭はながく衝上断層として

承認されなかつた。その後前田四郎は大嵐谷（白峯の北

東方）で）松尾秀邦はメツコ谷で衝上断層を認めている

が，ともにこの衝上断層のもっ意味を特別に注目しなか

った。域内の衝上群を一括し・裏目本衝上系とよぶ。P

　次に筆者が確認した衝上断層の好例を掲げる。

　1）尾添川流域の衝上断層

　尾添川が手取川に注ぐ地点の東岸には，片麻岩を伴な

う結晶質石灰岩が桑島互層と接近して露出するところが

ある。両系統の地質の境界は走向がほぼNW－SEで，

40。位でSWに傾く。図版5にこの関係を示した。

　尾添川を遡ると尾添部落北方の北岸の小谷の入口で桑

島互層の上に片麻岩がのつている6これを図版6に示し

註ケ）　前田四郎命名27）

た。．ここでは断層が急斜している．しかし，断層の走向

と傾斜がこのままつづけば北東に向かつた小谷には片麻

岩が露出しないはずであるめに，間もなく小川の底には

片麻岩が現われ，しかも谷の西側山腹からも片麻岩の転，，

石が落ち，かつ小谷の上流から桑島互層の岩石が流下し

ている。すなわち，こ．の断層は走向を急変して北西に湾

曲したか，．もしくは傾斜がきわめて緩くなつたことを示

す．小谷の上流から桑島互層の岩石が流下することは，

こぐの片麻岩はクリッペであることを示すと考えた。こ

の境界を過ぎて片麻岩の地帯に入り，約500m東方にた

どると南方の川床には図版7に見られるような地窓から

桑島互層が現われている。

　2）手取川中流の衝上断層

　五味島北方約1．5kmの川床は藤本治義6）が衝上面を

確認したところである。図版8にこの衝上断層を示す。

ここでは断層面に厚さ約5mの粉岩脈が貫入しているが，・

西岸では断層面の南側で尾口累層中に岩床状に貫入し，

その厚さは約4mで岩床と断層面との間には約2mの砂

岩がある。図版9にこの断層を示した。

　3）大嵐谷の衝上断層’

　前田四郎32）は大嵐谷の衝上断層を認め，これを大嵐衝

上とよんだ。前田はこの衝上断層はごく局部的なものと

みなしている。

　大嵐谷を約2．Okm遡つた南岸には図版10に示す露頭

がある。ここでは桑島互層は断層に沿つてやや圧砕され

るが，それほど著しい圧砕帯には見えない。さらに2．5

km上流には図版11に示す露頭がある。崖をなす岩石は

石灰岩または片麻岩で，その下位に頁岩が露出する。2

～3mの範囲で衝上面は露出しないが，崖の凹凸から判

断すると少なくとも40～45Ω以下の傾斜と考えられる。

　4）庄川中流め衝上断層

　庄川中流の西赤尾の北部には片麻岩を伴なった石灰岩

がスカルソ化している。この小岩体がクリッペとなっ七

面谷流紋岩類の上にのつている。この付近の飛騨複合岩

類は面谷流紋岩類の上に衝上したと考えられることはす

でにのべた14）ので，ここでは単に衝上断層の露頭を図版

12に示すに止める。

　5）尾上郷の衝上断層

　庄川の支流尾上郷川の川床には約30mに亘つて断層

関係を確認することができる。約20mの間には連続し

て衝上面が見られる6その一部を図版13に示した。

　6）三谷東方の衝上断層

　牧戸がら高山に通ずる白川街道（新道）には三谷から

約2kmの東方付近に衝上を確認し得る露頭がある。お

もなものは2カ所で確認できる。飛騨複合岩類の地帯に
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入つて，道路の北東側の切割にはホルソフェルス化した

手取累層群が不規則な形で下から突出し，その上位に

斑櫃岩一閃緑岩がのっている。そのうちの一露頭は九頭

『竜層群（庄川累層）の長さが約6mで，最高4m余の山

形をなしている。北西部の境界面は走向がN－Sで西に

65。で傾斜した断層（断層粘土2～3mm）で，南東側の

境は走向がN20。Wで東に75。で傾斜したすべり面であ

る。斑礪岩一閃緑岩は牧戸付近のものおよび本露頭より

数10m東方で九頭竜層群の基盤を構成するものによく

似ている。したがって斑礪岩一閃緑岩は手取累層群堆積

後のものでなく，飛騨複合岩類に含めるのが至当であ

る。

　以上のべたように飛騨複合岩類は手取累層群および面

谷流紋岩類の上に衝上している。その衝上断層はしばし

ば不規則な形をなして湾曲し，かつ時としては急傾斜の

ことがあるが，かなり広い範囲についてみると緩傾斜と

推定される。一般に顕著な断層粘土や角礫を伴なわず，

軽微ながらも破砕帯がある之とが多い。

　大嵐谷を断層谷とした前田四郎の大嵐衝上は，西の延

長方向で石徹白層群を切らない。手取川中流の飛騨複合

岩類の南北西側の石徹白層群中にある小摺曲軸嫡食い違

いを生じ七いない。この飛騨複合岩類の分布地域内（手

取川中流）の峡谷の川床部には諸所に桑島互層の小露出

註8》があり，地窓の存在を暗示する。これらは手取川中

流の飛騨複合岩類（手取川および尾添川川床で五味島礫

岩によつて被覆されるものを除く）は衝上地塊を形成す

ると判断される（第1図および第2図の断面参照）。．ただ

し，ショウガ山一大辻山の山項部には石徹白層群がのつ

、ている。

　4．2　裏目本衝上系め根源

　九頭竜および石徹白両層群の基底礫岩は大部分が飛騨

複合岩類から供給された礫からなる。いずれも上部の地

層には古生界の礫を含むが，飛騨複合岩類から受けた物

質に較べると少量である。これは手取累層群の堆積当時

は飛騨複合岩類の露出は広大であつたことを示す5

　手取累層群分布地域の南側には原生の基盤として古生

界が広く分布して，飛騨複合岩類は見られない。したが

って飛騨複合岩類は本地域から北方に亘つて広く分布

し，かつ手取累層群の堆積盆地の北側にも陸地をなして

註8）、第2図参照。峡谷の川床部のみに見られる桑島互

　層を，飛騨複合岩類の上に不整合にのつているもの
　　とみなすと，その不整合面は現在の峡谷か，もしく

　はそれよりも急峻な地形のところに堆積したはずで

　ある。かりにそれを認めるならば，なぜ五味島礫岩
　層を堆積させなかつたであろうか。桑島互層力1露出・

　することは地窓の存在を暗示している。

露出していたであろう。

　したがつて裏目本衝上系の衝玉地塊は北方から運ばれ

たと考えてもさしっかえないであろう。た黛し，本地域

内で衝上地塊を形成されたとは考え難いからである。

　手取川中流地域の衝上地塊の上には尾口累層がのつて

’いるので，少なくともこの地塊は石徹白層群の堆積盆地

の地域内からもたらされたことは疑いない。

　4，．3　基盤の運動

　本地域の手取累層群の地質構造をみると，本地域には

幾つかのド～ム状構造の存在が知られる。このドーム状

構造には核心部の基盤が露出していないので，その性格

を極めることはできない。しかし，第1報でのべたよう一

に“南方域外の谷戸口付近の片麻岩塊が地塊運動のよう．

な隆起によって手取累層群を擾乱させた”と同様な基盤

の運動の存在が推定される。

　このような観点に立つと，’基盤の隆起運動の小規模な

ものは手取累層群にドーム状構造をっくり，中規模なも

のは谷戸口片麻岩塊を急斜した衝上，もしくは逆断層で．

手取累層群と接しさせ，大規模なものは衝上地塊を形成

させたと解釈することができる。’

5．結　　び

　本地域の手取累層群を区分して地質構造を解明した。

その過程において基盤と手取累層群との間に単純な断層

とか，地層のオーバーラップでは解決し得ない関係があ

ることを知り，断層の性質を追求して衝上断層炉存在す

ることを認めた。本地域は地形が急峻であって，峡谷で

は露出がかなり良好であるから，衝上断層の確認には好

都合であつた。したがつてその代表的な諸例を掲げた。

衝上断層は追跡することによつて，裏目本衝上系の完成

は面谷流紋岩類の後で・白川花嶺岩類貫入以前であるこ

とが判った。．

　衝上地塊の根源は北方にあると考えられる．三畳紀に

は北方に海があると考えられているので，手取累層群堆

積前に隆起を開始して，北方に陸地を生じて飛騨複合岩

類を露出させた．引きつづいて手取累層群・足羽層群の．

堆積およびそれらの擾乱，ならびに面谷流紋岩類噴出を

経て裏目本衝上系の完成等を一連の地殻運動とみなすべ

きと考える。なお，白川花嵩岩類の貫入はこの地殻変動

のしめくくりとしての深成活動と解釈すべきであろう。、

　　　一　　　　　　　　　　　．（昭和36年1月稿）

女献

第1報および第2報に掲げた文献は特に重要なものを

除き省略した。

26一（760）



飛騨高原西部における後期中生代の地殻変動　第3報　（河合正虎）

1）天野昌久・遠藤誠道＝大道谷植物化石について（演

　　　　　　旨），地質学雑誌，Vol．58，No．682，1952

2）有田忠雄・松尾秀邦：石川県南東部の地質，石川県

　　　　　　の地質』　（日本地質学会関西支部北陸部会

　　　　　　編），1955

3）坂市太郎：飛騨四近地質報文，地質要報，NQ，3，

　　　　　　1887

4）藤　則雄1石川県手取川上流の中生代化石（石川県

　　　　　　地学教育連絡会刊），1957

5）藤　則雄：飛騨山地の手取植物群にっいて，地質学

　　　　　　雑誌，Vol，64，’No．753，1958

6）藤本治義：手取川流域に発見せる著るしい衝上断層

　　　　　　（雑），地質学雑誌，Vol．37，No。446，1930

7）早坂一郎外5名：手取川中流地域の地質概要，白山

　　　　　　をめぐる地域の地質　（石川県圭木部刊），

　　　　　　1951

8）稲井信雄：福井県手取炭田勝山地区調査，地質調査

　　　　　　所月報，VoL1，．No。4，1950

9）窟一由之：飛騨国庄川上流牧戸附近の手取統につい

　　　　　　て，地質学雑誌，VoL47，No・566・1940

10）河合正虎：飛騨山地西部における後期中生代の地殻

　　　　　　変動，第1報，地質学雑誌，VoL62，No・

　　　　　　733，　1956

11）河合正虎：中国山地における後期中生代の地殻変動，

　　　　　　にっいて，地質学雑誌，VoL63，No・740，

　　　　　　1957

12）河合正虎外2名：5万分の1地質図幅ならびに同説

　　　　　　明書，荒島岳，地質調査所，1957

13）河合正虎・野沢　保：5万分の1地質図幅および同

　　　　　　説明書，東茂住，地質調査所，1958

14）河合正虎：飛騨高原西部の地質（白垂系と第三系と

　　　　　　の境界に関連して），看孔虫，10号，．1959

ユ5）河合正虎：飛騨高原西部の地質構造並びに模型を利

　　　　　　用する地質構造の解析と検討にっいて（演1

　　　　　　旨），地質学雑誌，VoL65，No・766，1959

16）河合正虎＝飛騨高原西部における後期中生代の地殻

　　　　　　変動，第2報，地質学雑誌，Vol．65，No・

　　　　　　771，　1959

17）木村達明：手取層群においてPo40筋卿蜘s　R2♂％ガ

　　　　　　Geylerの産出層準にっいて，教育大付属高

　　　　　　校研究紀要1，1957

18）－木村達明：中生代後期のフローラの研究（演旨），地

　　　　　　質学雑誌，Vol・63，No．雛2，1957＼

19）Kimura，T．：On　the　Tetori　Flora（Part　I）』Me－

　　　　　　sozoic　Plants　frgm　the　Kuzuryu　Sub一

　　　　　　group，Tetori　Group・Japan，阜ull・senior

　　　　　　High　School，Tokyo　Univ。Educ．，No。2－2

　　　　　　1958

20）Ki血ura，T．：Mesozoic　Plants　from　the　Tetori

　　　　　　series，central　Honshuラ　Japan　（Part　I）

　　　　　　Trans．Proc．Palaeont．soc，Japan，、N．s、，

　　　　　　No．29，　1958

21〉Kimura，T、：6n　the　Tetor玉Flora（Part∬），Ad－

　　　　　　dition　to　the　Mesozoic　Plants　from　the

　　　　　　Kuzury亘Sub－group，Tetori　Group，Ja－

　　　　　　pan，BulL　Senior　High　Schoo1，Tokyo

　　　　　　Univ．Educ．，No，3，1959

22）Kobayashi，T．＆Suzuki，K．l　Non－Marine　Shell＄

　　　　　　of．the　Naktong－Wakiho　Series，Jap。

　　　　　　Jour．GeoL　Geogr。，13，1936

23）、Kobayashi，T。＆Suzuki，K・：Non－Marine　Shells

　　　　　　of　the　Jurassic　Tetori　Series　in　Japan，

　　　　　　Jap。Jour，GeoL　GeogL，　14・1937

24）小林貞一：保羅紀目本の研究発祥の地，自然と社会，

　　　　　　No，　3～4，　1950

25）小林貞一：白山をめぐる地域の地質，特に手取統に

　　　　　　ついて，白山をめぐる地域の地質（石川県

　　　　　　土木部刊），1951

26）小藤文次郎：加賀甲手取川近傍地質概灘　（勧農局

　　　　　　地質課），1880

27）前田四郎1岐阜県庄川上流地域の手取統の層位学的

　　　　　　研究，地質学雑誌，VoL58，No・679，1952

28）前田四郎：手取累層群に双子葉植物化石および赤色

　　　　　　凝荻岩の発見とその意義，（演旨），地質学・

　　　　　　雑誌，▽ol．58，No．682，1952

29）前田四郎：岐阜県庄川上流地域の手取化石林につい

　　　　　　て，東京教育大学地鉱研究報告，3号，1954

30）前田四郎：手取層群の化石相，千葉大文理紀要（自

　　　　　　然科学），Vol．1，No、4，1g57

31）前田四郎：福井県打波川および石徹白川流域の手取

　　　　　　層群の層序と構造，地質学雑誌，VoL63，

　　　　　　No．741，　1957

32）前田四郎：白山地域の手取層群の層序と構造（その

　　　　　　1層序），「地質学雑誌，VoL64，No・758，

　　　　　　1958

33）松本　隆・池辺展生：新生代地史からみた西南目

　　　　　　本，地球科学，37号，1958

34）Matsum・t・，T』＆lkebe，N：V・lcan・stratigraphi－

　　　　　　cal　Studies　on　the　Neogenic　Hokuriku　．

　　　　　　Pfovince，North　central　Japan　with’spe一

27一（761）



地質調査所月報（第12巻第10号）
　　　　　　cia1・References　to　the　Volcanic　Rocks　in

　　　　　　the　Toyama　Basin，JouL，lnst。Polytec夏・

　　　　　　nics，Osakaαty　Univ。，Ser．GラVoL3，

　　　　　　1958

35）Matsumoto，T。：cretaceous　System　ip　the　Japa－

　　　　　　nese　Islands，Jap。soc．Prom，sci．ueno，

　　　　　　Tokyo，1953

36），松尾秀邦・喜田惣一郎；福井県足羽川上流における

　　　　　　足羽植物群（上部白垂系）の産出及びAか

　　　　　　giospem　Seriesについて（演旨），地質学

　　　　　　雑誌，Vol，59，No．6g4，1g53

37）松尾秀邦：北陸地方における上部白垂系足羽統

　　　　　　（Asuwa　Series）の創設について（演旨），

　　　　　　地質学雑誌，VoL、60，No。7G6，1954』

33）Matsu・，H・：Disc・verγ・f瓦・1耀6・fr・mthe

　　　　　　Asuwa　Flora（UpPer　Cretaceous）in　Fukui

　　　　　　Prefecture　in　the　Inner　Side　of　Central

　　　　　　Japan，Trans．Proc。Palaeo、Soc．Japanラ

　　　　　　N．S．・No．140・　1954

39）野沢保・坂本亨：5万分の1地質図幅および同

　　　　　　説明書，五百石，地質調査所，1960

40）Ogura）Y．，Kobayashi，T．＆Maeda，S．：Disピo－

　　　　　　very　of　Erect　Stumps　of池πo吻Jo％

　　　　　　」α劾りo名os％卿　in　Jurassic　Tetorl　Series，

　　　　　　Trans・Proc・Palaeo。soc，Japan，N．s．，

　　　　　　No．4，1951

41）大石三郎：手取統特にその化石帯について，地質学

　　　　　　雑誌，Vo1．40，No．481，482，1933

42）Oishi，S・：The　Mesozoic　Flora　of　Japan，Jour．

　　　　　　Fac』Sci，，Hokkaidlo　Imp，Univ．，Ser．4，

　　　　　　VoL　5，　Nos．2～4，　1940

43）大木謙一：いわゆる手取統中1こ賦存する強粘結炭，

　　　　　　地質学雑誌，Vol．58，No．637，1g48

44）離己三郎：化石木醐する研究雑記（皿）ジ地鮮

　　　　　　雑誌，Vol．41，No，484，1g34

45）Shilnakura，M．l　Studi6s　on　Fossil　Woods　from

　　　　　　Japan　and　Adjacent　Landsl　Sci。Rep，ラ

　　　　　　Tohoku　Imp。Univ．，2nd　Ser，，VoL18，

　　　　　　No．30・　1936

46）鈴木敏：20万分の1地質図幅ならびに同説明書，

　　　　　　福井，地質調査所，1898

47）鈴木好一：福井県足羽川中上流地方の地質5資源研

　　　　　　彙報，3号，1943

48）、Tanaka，M．：Notes　on　Some寛jecta　of　the　Vo1・

　　　　　　cano　Haku－san，Jap。Jour。（3eol．GeogL，

　　　　　　Vo1，3，　1925

49）田中睦男：手取統より出でし化石樹幹，地質学雑誌

　　　　　　Vo1．33，No．396，1926

50）立石厳：朝鮮地質図第10輯，慶州永川大邸及び倭

　　　　　　館図幅，，1929

51）立石　巌：朝鮮における地質g概要，東亜地質鉱産

　　　　　　誌，1933

52）立岩　巌：北朝鮮における近世代の地殻変動と現地

　　　　　　形の発達，東亜地輩鉢産誌，1933

53）立岩　巌：朝鮮における地質研究の歴史，東亜地質・

　　　　　　鉱産誌，1933

54）Tsukano，Z。＆Miura，S．：On　the　Upper　Creta・

　　　　　　ceo蕊Formation翫nd　related　Some　Pro－

　　　　　　blems　in　the　Westem　Part　of　the　Hida

　　　　　　Plateau，Jap＆nl　Mem．Fac，Liberal　Arts・

　　　　　　Fukhi　Univり　Ser．　2，　Nat．　Sci，，　No・　9，

　　　　　　1959

55）牛丸周太郎・河井政治：荘白川地方の地質につい

　　　　　　て，荘白川総合学循調査報告書（下〉，（岐

　　　　　　阜県教育委員会刊），1056

28一（762）



図版1　桑島互層産化石樹幹Xθηo謝Jon　Z砿ゆ070s彫1％

　　　（CRAMER）

X：Xθ％o塀o箆Zα勘070s襯
C：　Co7配o躍α　頁岩

図版2　桑島互層中にみられる樹根

F；樹根，P　：層面（局部的な削
剥面，樹幹は削剥されて太い根だけ
残つている）

この付近には　X¢πoπyJo％」譲ゆo－

70s錫吻の立木・流木のほかに樹根・
根毛が多数にみいだされる。

　（手取川上流市瀬砂防堰堤付近，
南岸）

図版3　赤岩累層中の局部的な削剥面

Pe：局部的な不整合様の削剥面
Sh＝砂質頁岩（樹幹の破片を含む）

Cs：粗粒一含礫砂岩
Pb：層理面（N50。W，150S）
1　：削剥された地層の厚さ8cm以上
（手取川上流白峯北東方山地一百合谷上流約2kmの
地点）

図版4　大道谷層の基底部

Sh：黒色頁岩（植物化石を含む）
Br：流紋岩質凝灰角礫岩，白色の斑点は流紋岩の角
礫で，黒色の斑点は粘板岩または頁岩の角礫である。
向かつて左方に道路を下ると角礫質でなくなり流紋岩
質となる。

　勝山市北東部五所原南部の道路の曲角（北に向かつ
て写す。道路北側）

鰍



図版5　木滑新にみられる衝上

G：片麻岩
L1：結晶質石灰岩（N85。E，　35。N）

L2　：　　　　　　〃　　　　　　（N25。E，　　600W）

K1：桑島互層（走向，傾斜不明）
K2　：　　　　〃　　　　（N55。E，　　15～25》N）

F：衝上断層

R：道　路
（木滑新からENEに向かつて写す）

図版6　尾添北方の衝上断層

G：片麻岩
K：：桑島互層（礫質の部分は圧砕した

　　砂岩，縞状の部分はもめた頁岩，

　　　N10。E，50。E～N200W，680E）

F：衝上面（N35。E～N60。E，7G～

　　　80QE，断層粘土を伴なわない）

（尾添部落北方小谷の入口）

図版7　尾添東方の地窓から現われた桑島互層

　　K：桑島互層（N75。E，15～20QS）

　　（尾添川北岸から南方をのぞむ）



図版8　五味島北方の衝上断層（1）

Gn：片麻岩（飛騨複合岩類）

Cg：五味島礫岩
F：断層面とこれに貫入した玲岩岩脈（厚さ約5m），左方の面N70。E，

　　　40。Nはほぼ断層面と一致する。

（五味島より約1．5km北方，西岸より東岸をのぞむ）

図版10　大嵐谷の衝上断層（1）

G：片麻岩（片理N55。W，60。N）
S：桑島互層の砂岩　（層理N10～
　　40。W）55～70Q　E，断層面より

　　下位約80cmに厚さ20cmの
　　炭質頁岩を挾む）

F：断層面（Nr菊～60。W，55～60。
　N，断層粘土は伴なわないが，厚

　さ約50～100cmはやや圧砕され
　　ている）

（大嵐谷口から約2km上流，南岸）

図版9　五味島北方の衝上断層（II）

G：片麻岩（飛騨複合岩類，片理はN40QE，350W）

S：砂　岩（桑島互層下部）

C1：断層粘土（2～8cm），断層面はN65。E，55。N，

　　尾口累層（桑島互層）の走向，傾斜は左方数mで

　　頁岩がN55。E，400Nを示し，砂岩との間に玲
　　岩岩床（N750E，550N）が貫入
（図版8の西岸，道路の西側の露頭）

図版11　大嵐谷の衝上断層（II）

　L：結晶質石灰岩（片麻岩中のもの，N750W，30～

　　45。N）

Sh：頁　岩（薄い炭質頁岩を伴なう。層理N40～60。

　　　W，20～40。N，部分的に千枚岩化す）

　F：断層（N45～65。N．20～40。Wと推定されるQ

　　　ここには局部的ながら厚さ1m以上の破砕帯を
　　　伴なう）

く大嵐谷約4，5km上流の北岸）



図版12　西赤尾の衝上断層

G：スカルソ化した石灰岩および片麻岩（旧坑が多数ある）

O：面谷流紋岩類（かなり圧砕されている・）

F：衝上断層（約25m連続してみられる。断層粘上はない。断層面N

　20～400W，10～20QE）

西赤尾（庄川中流）部落北端を西に約200mさかのぼる2股の合流点。川

は西の谷川，右方が下流

図版13　尾上郷川川床の衝上断層

G：ミ・ナイト化した花歯岩質岩石

S：黒色頁岩（かなり圧砕されている尾上郷累層）

F：衝上断層（断層面，N50。E，35。S～EW，5。S，断層粘土を

　　伴なわない）

（尾上郷部落の南岸，釣り橋の下）




